
平成１８年度第４回公立大学法人会津大学教育研究審議会議事概要 
 
１ 日時 平成１８年９月２７日（水）１５：０３～１６：３６ 
２ 場所 会津大学管理棟３階 大会議室 
３ 出席者 
  委員：角山学長（議長）、黒田委員、ミレンコフ委員、太田委員、セドゥーキン委員、オーア委

員、佐川委員、魏委員、程委員、岡委員、リズィー委員、小森委員 
     計１２名 
  その他事務局職員 
４ 議事録署名人 黒田委員、オーア委員 
５ 議事 
（１）議題 
 Ａ 教員選考委員会の設置について 
  角山学長より、語学研究センターの助教授職１名の選考およびコンピュータソフトウェア学科・

ハードウェア学科の教員の選考にかかる教員選考委員会の設置について説明があった。また、コン

ピュータソフトウェア学科・ハードウェア学科の教員選考委員会については、既存の１０の教員選

考委員会を廃止して再編したものであること、メンバーは常任の委員の他専門分野に応じて委員を

補充することについて説明があった。 
  委員からは、まず、選考委員会には選考期限を設けるのかとの質問があり、選考委員会は継続し

て選考を行う永続的なシステムとして考えており、個別の教員の選考期限については各選考委員会

で判断するとの回答があった。 
  次に、コンピュータソフトウェア学科・ハードウェア学科の教員選考委員会について、募集のア

ナウンスはどのように行うのかとの質問があり、募集については既に行っており、今回はあくまで

選考委員会の再編を行うものであるとの回答があった。またこれに関連して、教員の応募が減って

おり、もっと募集の宣伝が必要ではないかとの意見があった。 
  次に、従来の教員選考委員会では特定の委員に決定権が与えられていたが、今回設置する選考委

員会ではどうなるのかとの質問があり、常任の委員が決定にあたるが従来の方法も可能であるとの

回答があった。 
  次に、選考委員会の委員数について現在の５名よりさらに人数を増やせるようにしてはどうかと

の意見があり、現在の規程では５名と定められているが、必要に応じてオブザーバーとして意見を

もらうといった方法ならば問題ないとの回答があった。 
  次に、今回設置する選考委員会は、従来募集していた１０の教員のポストの選考に限定されるの

かとの質問があり、特に限定せず能力のある人であれば採用していきたいとの回答があった。 
  その後質疑等を経て、挙手により賛否が問われ、賛成多数により原案どおり承認された。 
 
Ｂ 会津大学行動規範について 
 篠木総務グループ主幹より、会津大学行動規範の内容について説明があった。 
 委員からは、行動規範の前提となる会津大学の使命において個別の学問分野を限定して記載する

必要はないのではないかとの意見があり、また、語学など大学で教育研究しているのに記載されて

いない学問分野があるのはおかしいとの意見があった。一方、使命に記載された学問分野は大学の

専攻分野であり記載に問題はないとの意見もあった。また、新しい学問分野が出来ているのに古い

用語を使用していることに問題があるとの意見もあった。以上に対して、会津大学の使命は中期目

標の内容であり現時点では変更できないが、今後中期目標の見直しの中で以上の議論を反映させた

いとの回答があった。 



 次に、行動チェックの中で「地域社会」や「国際社会」の要請に応えるとしているが「国内」も

同様に必要ではないかとの意見があり、「国内」も内容に含めるのは問題ないとの回答があった。 
 次に、この行動規範は努力目標なのか具体的に達成度まで確認するものなのかとの質問があり、

達成度については監査でチェックしていくことになるとの回答があった。 
 その後質疑等を経て、挙手により賛否が問われ、賛成多数により原案どおり承認された。 

 
（２）報告事項 
 Ａ 平成１８年度第２回公立大学法人会津大学教育研究審議会議事概要について 
議長より、配付資料にもとづき説明があった。 
このことについて特に質問等はなく了承された。 
  
Ｂ 会津大学大学院入学者の推移および合格者の状況について 
入学センター長の太田委員より、過去５年間の大学院の入学者数の推移および今年度実施した大

学院入試の合格者数について説明があった。 
委員からは、海外居住者枠の増加が必要ではないかとの意見や、他の大学院との単位互換制度を

整備すべきとの意見、大学院の宣伝をもっと強化すべきであるとの意見があった。 
  
（３）その他 
 Ａ 学外の委員から、大学に対し以下の意見があった。 
・ 高校生が大学を選ぶポイントはいろいろあり、大学の施設・教員・学生に触れる機会がある

のがよい。会津大学で高校１年生に対する特別講義があったが、この講義に対する生徒の印

象がよかった。 
・ 語学研究センターで高校の英語教員に対する研修を行っているが、受講した教員からの評判

が非常によかった。今後もぜひ続けてほしい。 
 


